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助けをした。当時の汪康年は、『時務報』（1896. ８. ９～ 1898. ７. 26）、『昌言報』（1898. ８. 
17 ～ 11. 19）、『時務日報』（1898. ５. ５～ ５. ８）、『中外日報』（1898. ８. 17 ～ 1908. ４）37
を熱心に経営している。王惕斎はこれらの新聞のために日本の情報を提供した。『汪康年
師友書札』には、王惕斎の汪康年宛の手紙が９通収められている。短いものは数百字、長
いものは二千字にも亘り、時弊を暴き、情報を提供したりした。たとえば、第１通では伊
藤博文の中国訪問の真の目的を分析し、第５通では張之洞の孫の日本留学中の事情、日本
善隣印書館の近況を書き、第６通では日本とロシア両国の陸海軍のデータを提供してい
る。
その他に、王惕斎は建言書を進呈した。1906年、吴蔭培が彼の日本視察日記で「王惕斎
氏は日本に数十年も滞在するので、商業の事情に詳しく、時務に練達し、建白書があるた
め、上の人に知られる。その建言書に取るべきところが多い。といっている38。
1908年、盛宣懐も彼の『東游日記』旧歴８月５日条で、次のように記している。「惕斎
氏の話では、明治初頭に渡日して、すでに40年も経過しているので、維新以来の多くのこ
とを経験した。（中略）惕斎氏は海外に久しく滞在しながらも、祖国を忘れず、上の者に
時政と時弊を改良すべき建言書を進呈した」という。また、汪康年宛の手紙では39、王惕
斎は両江総督を務める劉坤一や陸天池に建言書を進呈したという。
しかしながら、建言書の具体的な内容については、明らかにされていない。彼の『独臂
翁聞見随録』でもその記載が見当たらない。幸いにして、筆者は『申報』でそのうちの陸
天池宛の建言書を見つけたので、紹介しておこう。
1902年12月29日、30日、31日、『申報』には、３日間連続して『王惕斎上舍上陸天池観
察書』、『王惕斎上舍上陸天池観察条陳』、『続録王惕斎上舍上陸天池観察条陳』が掲載され
た。宛名はみな陸天池とされる。陸天池は、1904年の際に、四川候補道を担任中で40、そ
の他はつまびらかではない。『上陸天池観察書』は、税関と郵政に存する時弊を指摘して
いる。たとえば、税関では、西洋人がしきりに給与が増加しているのに反して、中国人は
かえって３割引きされている。また、外国の商人は税関で荷物のチェックを受けないが、
中国人は厳しくチェックされ、ややもすれば没収されるという。
そして、郵政については、郵便局では郵便物の受け入れを拒絶したり、遅延したりする
ことが多いため、みな郵便局の利用に抵抗がある。そこで、わが国の郵政の収入は日本の
100分の１に過ぎないと指摘している。
これらの税関や郵政に存在する問題点の根本は、外国人に主権を握られていることが主
因で、その主権を早く回復すべきだと主張する。
36 上海図書館『汪康年師友書札』47頁。
37 以上の雑誌の発行年月は湯志鈞『戊戌時期的学会和報刊』台湾商務印書馆、1993年、143、489頁。
38 呉荫培『嶽云盦扶桑遊記』、吕顺長『晚清中国人日本考察記集成・教育考察記』、774頁。
39 上海図書館『汪康年師友書札』、50頁。
40 「観察辞差」『申報』1904年10月28日、「重郡官場紀事」『申報』12月12日。
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『王惕斎上舍上陸天池観察条陳』では、時弊改革に対する王惕斎の意見を９項目述べて
いる。１、税関と郵政の主権は中国人に返すべきである。２、財政の最大の目的は、ビジ
ネスの振興にあり、機器の製造等は、商人に一任すべきである。３、冗官を省き、賃金を
アップすべきである。４、旧来の官員接待制度を止め、近代的出張制度を作らねばならな
い。５、民間に郵便船の設置を許すべきである。６、改新党は守旧派より危険である。７、
全国に表札制度を普及させること。８、欧米より日本への視察を優先すべきである。９、
華洋交際時の銭債刑名の法律を制定すること。
王惕斎はその後も引き続き改革について意見を発表している。1904年５月20日付の『申
報』に、彼は「四明独臂翁理財管見」という題の文章を掲載し、荒地を開拓し、海産を興
し、紙幣を印刷し、官立銀行を設け、海軍を拡張する等、あわせて18条の意見を具体的に
述べている。そして、1907年９月15日と同10月５日、『申報』にそれぞれ「擬釐剔関弊章
程14条」と「中国宜収回郵権説略」を発表している。前者では、税関における14条の悪弊
を断ち切るべきだと主張している。
4．結び
以上、王惕斎をめぐり、いままで明らかにされていなかった略歴や事跡を検討してきた。
その結果、彼の行動には次のような特徴が見出せるかと思われる。
第一に、日本の影響が強い。王惕斎は明治前期から日本に滞在し始めたため、維新以来
のことをこの身で体験した。そこで、いつも日本を中国の改革のモデルとして提案してい
る。たとえば、税関の主権を回復すべきことを論じる際に、次のように言う。
日本維新、初其情形与我国相似、以後事事留心学習、未及十年、所用洋員悉皆退去。
使政由我出、財不外輸、所以日進于強也。我国反是、重用洋員、惟命是聴、至于熟悉
洋務之人、類投閑置散、何其重洋軽華若是耶。
明治維新の初めの頃、日本も中国と似ているが、10年後は外国人を雇わなくなったおかげ
で、財政がますます強くなったという。また、民間で実業を行うべき論旨を展開する際に、
次のように言う。
日本各厰厰多帰民間自弁設、或資本不敷亦許押借官項、即如印刷紙幣局帰政府主持、
其中弁法一照商章、絶無官派。所以能事事从実、杜絶耗費也。
日本の会社は民間に一任し、印刷紙幣局は国立であるが、運営は商業のルールに則り、官
僚の色彩がない、と日本に倣い、実業を官僚から民間人に任せるべきだと唱える。
第二に、実学精神が強い。如上述べたように、王惕斎は薬や図書を贈り、図書の出版を
援助し、マッチ工場を作るなどして、行動性が強く見られる。その他に、彼の建言にも抽
象めいた議論がなく、実用性に力点を置いている。そして、問題点を指摘すると同時に、
解決法も具体的に提出している。たとえば、中国人が副総税務司を担任し、数年後に、西
洋人に取って代わる。また、近代的な出張制度を作らなければならないと主張し、地方へ
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出張する際に、従者の人数を規定し、旅費を与え、接待を受けるのは禁物だという。
第三に、独特の指摘がある。たとえば、中国の西洋一辺倒の現状を見て、役人の海外視
察はまず日本から出発すべきだと主張。地理的に同じ洲にあり、人種的に同じ、風俗もほ
ぼ似ているので、日本の経験を学びやすいからだ。また、「改革派」が流行っている現状
を見て、このように指摘している。近年、朝廷が新政に努めているが、あまり効果を収め
ていない。その理由は二つある。保守者の保守性と改新党の妨害にある。保守者は海外を
経験したことがなく、海外の事情を知らないので、時代の変遷、民心の変化がわからない
のだ。外国へ視察に行かせたら、思想ががらりと変わるであろう。しかし、改新党は国の
事情や風俗を知らず、西洋を重んじるあまり、辮髪を切り、外国語を操り、洋服を着て、
靴を履くなどして、西洋人らしく見せる。稲を耕すべきところに麦を植え、かわらぶきの
家は、必ず西洋式の家に改める。国はこのような人を採用すれば、人民に害をもたらすば
かりで、その負の影響は、保守者を遥かに凌ぐので、朝廷は改新党の採用に気をつけなけ
ればならない、という。王惕斎のこれらの指摘は、百年以来の激動たる時代を生きてきた
中国人にとっては、共鳴するところが多いであろう。
第四に、強い愛国精神を有する。彼は「中国宜収回郵権説略」（中国は郵政権を回収す
べし）（『申報』、1907年10月５日付）という文章で、次のように述べている。
老夫はすでに腕一本が折れてしまったが、まだ心が若く、血が沸いている。言いたい
ことを吐かなければ、すっきりしない。余は日本に寓居して以来、すでに30余年経過
した。貴族から庶民まで友人がいて、その国の政治の得失を中国の見本になるべく広
く尋ね、記しておく。
また、同じ文章で次のように書いている。
余日本に来遊して以来、40年になろうとしている。この邦の種々の維新の効果をこの
目で見て極めて興奮している。祖国を振興させる願いがますます強くなっている。
最後に、彼は自分の心情を詩に託して、文章を締めくくっている。
観世滔滔水下灘　　痴心隻手挽狂瀾
九重若聴芻蕘計　　積弊銷除自不難
主権已失旧江山　　不是維新総不還
莫笑老翁頭戴白　　半因憂世鬢毛斑
このような強い愛国心から、商人の身分や腕を一本なくした身体障害にもかかわらず、
建言書を進呈したり、『申報』に投書したりする。また、汪康年等の熱血青年をサポートし、
出版援助を行ったのだと考えられる。
近代中国では、主に図書資料と実地視察という二つの方法を通じて、西洋に学んできた。
実地視察の場合、臨場感があり、効果を得やすい一面がある反面、投入した人力と財力が
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多く、大規模、長時間の考察でなければ、効果があるとは限らない。それで、資料を通じ
て西洋に学ぶことが主な学習の手段であった。王惕斎は長く日本に滞在し、この目で明治
日本の歩みを見たため、理性的かつ実用性のある提案を行い、中国人の実地視察の不足を
補完した。
中日関係史の人物については、ややもすれば、黄遵憲、黎庶昌といった有名人に研究の
重点を置く嫌いがある。しかしながら、歴史の埃を払って深く分け入ってみれば、これら
の有名人以外に、王惕斎のようなあまり知られざる普通の文人や商人もある。彼らも中国
の社会の変動や推進に、大小さまざまな一役を買っている。これらの看過されやすい下層
階級に照準を合わせてこそ、歴史研究はより立体的ものになり、事実に近づくのであろう。
